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３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。新型コロナウイルス感染症への対応に関わって久し

ぶりの登校となりました。卒業に向けた十分な取組ができず残念な気持ちもあるかと思いますが、皆で

過ごす最後に１日が、思い出に残る素敵は日になることを願っています。 

 保護者の皆様におかれましても、卒業証書授与式への参列が叶わず、寂しい思いをされているかと存

じます。卒業式の様子につきましては後日DVDをお送りしますのでご覧いただければ幸いです。 

 本号では、第 72期の皆さんの門出を祝して、佐々木貴子校長先生の式辞を紹介いたします。 

 

第72回 卒業証書授与式 式辞 
学校長 佐々木 貴子 

114 名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。 

そして、保護者の皆様、お子様のご卒業、おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 

 元号が令和に変わり、初めて行われる卒業式が、新型コロナウイルス感染症対策のために、保護者の

皆様や在校生の出席もなく、規模を縮小して行われなければならないことは誠に残念なことです。でも、

私は今、皆さんお一人おひとりの顔を見ながら、卒業証書を手渡すことができたことを大変うれしく思

うとともに、安堵しています。 

この３年間、私は皆さんの姿をずっと見てきました。毎朝、皆さんの笑顔と元気な声で挨拶を交わし、

一日のスタートを切ることができました。皆さんは日々の生活を楽しみながらも、委員会・局会の仕事

を丁寧にこなし、よりよい学校をつくろうと精一杯に取り組み、尽くしてくれました。藤華祭で見せて

くれたパフォーマンスや展示などの作品、合唱祭での歌声、様々な行事で見せてくれた皆さんの笑顔と

姿は、決して忘れることができません。さらに、D組の皆さんが完成度の高い陶器や木工品、布製品な

どを製作・販売し、多くのお客様に喜んでいただいたことも誇りに思います。 

 

皆さん、どうぞ心の目と耳を澄ましてみてください。生徒会やプロジェクト活動、そして部活動で一

緒に仕事や活動に取り組んだ後輩たちが、皆さんに笑顔で感謝と祝福の気持ちを込めた大きな拍手をし

ているのが感じられませんか。 

残念ながら、今日の卒業式に出席できなかったご家族の方々も、皆さんの卒業を祝福してくださって

いることでしょう。皆さんは、是非、こうした人々の気持ちを察するとともに、自分自身の中学校生活

を支えてくれたご家族や先生方にも感謝の気持ちを伝えていただきたく思います。 

  

これからの社会は変化の激しい、先行き不透明な、厳しい時代になるであろうと言われていますが、

この社会を皆さんは生き抜いていかなければなりません。 

皆さん、思い出してみてください。皆さんが１年生の時にはインフルエンザで学校閉鎖になりました



【卒業式の横看板とお花】 

【マグカップ】 
【印鑑】 

【藤の種】 

ね。２年生の時には台風や北海道胆振東部地震による休校もありました。このような体験をもとに言え

ることは、自分の命や健康を守るのは、自分自身でしかないということです。私は、これまで何度も皆

さんにお話ししてきましたが、「いざはふだんなり」です。最後にもう一度、この言葉を記憶にとどめ

てください。災害や今回のようなことはいつ起こるかわかりません。これから先のことを案じて、どう

なるのかどうなるのかと怯えて暮らすのではなく、自分の命や健康を守るために、もし、こういうこと

が起きた場合にはどうなるだろうかをイメージし、場合や時に応じた行動がとれるように、普段つまり

日常から考えて備えることが大切だということです。そして、それは不断に、つまり今日やったから、

明日はやらなくもいいやではなく、途絶えることなく続けることということです。 

そして、自分の命を守る力を身に付けることができたならば、周りの人にも目を向け、手を差し伸べる

ことができるようになってほしいと思います。そのためには、井の中の蛙にならずに、これから先、い

ろいろな人々と接し、多様な価値観に触れてほしいと思います。多様な価値観に触れるということは、

自分の考えや行動を広げていくことになり、まさしくそれは自分自身の成長にもつながっていくもので

す。 

安全で安心した暮らしができる社会は、決して一人でつくることはできません。自身に力を身につけ

ることは当然ですが、他者を大切にし、共に高めあい、支えあっていくことも重要です。皆さんはそう

した基礎的な力をこの学校で身に付けたはずです。ぜひ、ここで身に付けた力を礎に、自信をもって、

より力強く前進していってほしいと願っています。 

結びになりますが、卒業生の皆さんのご健康とご多幸をお祈り申し上げ、式辞といたします。   

 

■卒業記念品が贈呈されました。                   
 第 72 期の皆さんから卒業記念品として、卒業式の横看板が贈呈されました。早速、本日の式から使

用させていただいております。今後は入学式の横看板としても活用させていていだく予定です。卒業生

の皆さん、ありがとうございました。また、PTAからは印鑑が、３年生の保護者の皆様からは、マグカ

ップ・藤の種・お花が、卒業生に贈られましたので、紙面を借りて紹介させていただきます。PTAの皆

様、保護者の皆様ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

  

【保護者の皆様へ】 

 保護者の皆様におかれましては、これまでの３年間、本校の教育活動にご理解とご協力を賜りま

して誠にありがとうございました。お陰様で、本日の卒業証書授与式では、学校長より一人一人に

卒業証書をお渡しすることができました。今後の、お子様の更なる成長を楽しみにしております。

お子様のご卒業本当におめでとうございます。 

 


